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A checklist of copepods of the family Bomolochidae (Cyclopoida)
from fishes in Japanese waters (1936–2019)
NAGASAWA Kazuya1 and UYENO Dasiuke2
要旨：1936–2019 年に出版された文献に基づき，日本産魚類から記録された 7 属 16 種のエラジラミ科カイアシ類
の情報を寄生虫 – 宿主リストと宿主 – 寄生虫リストとして示した。それらはエラジラミ属（新称）Bomolochus（2
種），ウオノハナヤドリ属（新称）Naricolax（1 種），ツルギエラジラミ属（新称）Nothobomolochus（5 種），ザゼ
ンジラミ属（新称）Orbitacolax（3 種），メダマジラミ属（新称）Pumiliopes（1 種），ウオノハナヅマリ属（新称）
Tegobomolochus（1 種），ウオノハナジラミ属（新称）Unicolax（3 種）に属する。寄生虫 – 宿主リストでは，各種
の標準和名，最新の学名，過去にわが国で使用された学名，寄生部位，地理的分布等の知見を整理して示した。宿
主 – 寄生虫リストでは，宿主別にエラジラミ科カイアシ類の和名と学名を示した。
キーワード：エラジラミ科，カイアシ類，魚類寄生虫，文献集，目録
Abstract: Based on the literature published between 1936 and 2019, a checklist is compiled for 16 nominal species in 
seven genera (Bomolochus [2 spp.], Naricolax [1 sp.], Nothobomolochus [5 spp.], Orbitacolax [3 spp.], Pumiliopes [1 
sp.], Tegobomolochus [1 sp.], and Unicolax [3 spp.]) of the cyclopoid copepod family Bomolochidae from Japanese 
marine fishes. In a parasite-host list, information is given for each species on its Japanese name, current scientific name, 
previous scientific name(s) if present, host(s), site(s) of infection, collection site(s) in Japanese waters, and references. A 
host-parasite list is also given.
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Ⅰ．緒言
本目録で扱うエラジラミ科 Bomolochidae はカイアシ
亜綱 Copepoda のケンミジンコ目 Cyclopoida に属する
甲殻類である。本目録を執筆している時点で（2019 年
8 月 20 日），WoRMS（World Register of Marine Species）
には 20 属 145 種が有効な属種として登録されている
（Walter and Boxshall, 2019）。本科に属する種はすべ
て海産硬骨魚に寄生し，淡水魚に寄生する種はない。
本科に属するカイアシ類は，その和名が示すように，
魚類の鰓や鰓蓋内面に寄生して体長も 1–2 mm 程度の
小さな種が多いほか，魚類の鼻腔や眼窩に寄生する種
も知られている。このため，本科のカイアシ類が一般
の人の目に触れることはほとんどない。
本目録は，日本産エラジラミ科カイアシ類の 7 属
16 種について，1936–2019 年の 84 年間に出版された
文献をもとに，各種の情報を整理したものである。
1936 年は，京都帝国大学（後に京都大学）の山口左
仲がエラジラミ科カイアシ類をわが国で最初に報告し
た年である（Yamaguti, 1936）。山口左仲はその後も
日本産魚類に寄生するカイアシ類の分類学的研究のな
かで本科に関する研究を進めるとともに（Yamaguti, 
1939, 1953；Yamaguti and Yamasu, 1959），1963 年に
は日本を含む世界各地の知見をもとに『Parasitic 
Copepoda and Branchiura of fishes』を著し（Yamaguti, 
1963），本科を含む寄生性カイアシ類に関する情報を
整理した。エラジラミ科カイアシ類の分類学的研究は
三重県立大学の椎野季雄（Shiino, 1957, 1959, 1960）
によっても行われ，後年，三重大学の伊澤邦彦に引き
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継がれた（Izawa, 1976, 1986）。1970–1980 年代に米
国の国立自然史博物館（スミソニアン研究所）の
Roger F. Cressey は同館収蔵の日本を含む世界各地か
らの膨大な魚類標本を検査し，エラジラミ科カイアシ
類の分類と地理的分布に関して大きな研究成果を挙げ
た（Cressey and Collette, 1970；Cressey and Boyle, 
1973；Cressey and Cressey, 1980a, 1980b, 1989）。 米
国カリフォルニア州立大学の Ju-shey Ho（何 汝諧）
は自らが日本に滞在して得た標本をもとにムロアジエ
ラジラミ Bomolochus decapteri を再記載するとともに
（Ho, 1983），広島大学の大学院生であった Tran The 
Do が岡山県児島湾産魚類から得た標本をもとに，エ
ラジラミ科カイアシ類の分類学的研究を行い，日本産
種の情報を整理した（Ho et al., 1983）。近年は，広島
大学の大塚 攻が有明海産スズキに寄生するカイアシ
類の生態学的研究を行い，エラジラミ科カイアシ類 3
種の寄生状況を詳細に報告した（大塚ほか，2007）。
本目録では，エラジラミ科の各属をアルファベット
順に並べた後，それぞれの属の各種を種小名のアル
ファベット順に記述した。標準和名と最新の学名をま
ず記し，宿主と寄生部位を示したあと，地理的分布を
示した。異名リストに示した学名はわが国で用いられ
たものに限り，これを欠くものは異名による報告がわ
が国にないことを示す。各異名の直後には，それらを
報告した著者名と出版年を示した。宿主の魚類は，中
坊（2013）が示した分類体系に従って配列した。そ
の標準和名と学名は中坊（2013）を基本としつつ，
FishBase（Froese and Pauly, 2019）に基づいて最新の
学名を記した。この際，過去の論文で現在の学名と異
なるものが使われた場合には括弧内にそれを記した。
地理的分布に関する情報は，日本周辺海域を北太平
洋，日本海，オホーツク海，東シナ海，瀬戸内海ごと
に整理し，都道府県名を含む詳細な採集地と出典情報
（著者名と出版年）を示した。都道府県名は北から南
に順に配列した。原典に詳細な採集地の情報を欠く場
合には「―」で示した。備考では，当該種の生物学的
情報（分類や他国での分布等に関する事項）や新標準
和名の提案根拠などを記した。
各寄生虫の記録を上記のように纏めたあと，さらに
宿主－寄生虫リストとして整理した。このリストで
は，宿主として報告された魚類を中坊（2013）が示
した分類体系に従って並べ，各魚種から記録されたエ
ラジラミ科カイアシ類を示した。宿主各科において魚
類は五十音順に並べた。
エラジラミ科カイアシ類の分類体系に関しては
Yamaguti（1963），Vervoort (1962, 1969)，Kabata
（1979），Boxshall and Halsey（2004）が参考になる。
日本近隣地域では，台湾においてエラジラミ科カイア
シ類の分類に関する顕著な研究成果がある（Cressey 
and Collette, 1970；Cressey and Cressey, 1980a, 
1980b；Ho and Lin, 2003, 2005a, 2005b, 2006, 2009 ; 
Lin and Ho, 2004, 2005a, 2005b, 2006, 2008; Ho et al., 
2007）。また，本科カイアシ類は中国（Shen, 1957；
Cressey and Collette, 1970；Cressey and Cressey, 
1980a），ロシア（Gusev, 1951；Markevitch and Titar, 
1978），韓国（Cressey and Collette, 1970；Cressey and 
Cressey, 1980a；Choi et al., 1994, 1995；Kim, 1998, 
2014）， フ ィ リ ピ ン（Cressey and Collette, 1970；
Cressey and Boyle, 1973；Cressey and Cressey, 1980a, 
1980b）からも報告されている。
本目録は，筆者らによる日本産寄生性カイアシ類目
録の第 13 報である（ニセエラジラミ科［長澤ほか，
2007］；イカリムシ科［Nagasawa et al., 2007］；ウオ
ジラミ属［長澤ほか，2010］；瀬戸内海産寄生性カイ
アシ類（2 報）［Nagasawa, 2011, 2015］；ヒトガタム
シ科［長澤・上野，2011］；ツツウオジラミ科，エラ
ノミ科，ニセエラノミ科［長澤・上野，2012］；ツブ
ムシ科［長澤ほか，2013］；ヒジキムシ科［長澤・上
野，2014］；ナガクビムシ科［長澤・上野，2015］；
カクレムシ科［長澤・上野，2016］；サメジラミ科
［長澤・上野，2017］）。
Ⅱ . 寄生虫 – 宿主リスト Parasite–Host List
カイアシ亜綱
Subclass Copepoda Milne Edwards, 1830
新カイアシ下綱
Infraclass Neocopepoda Huys and Boxshall, 1991
ケンミジンコ目（キクロプス目）　
Order Cyclopoida Rafinesque, 1815
　Kabata（1979）は本科を変口亜目（ツブムシ亜目，
ポエキロストマ亜目）Poecilostomatoida に位置させた
が，ここでは Boxshall and Halsey（2004）に従って
本目に収める。Cyclopoida をケンミジンコと呼ぶこ
とについては文部省・動物学会（1988）に従う。
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エラジラミ科
Family Bomolochidae Claus, 1875
異名リスト：Tegobomolochidae Avdeev, 1978 (Izawa, 
1986)
　本科のなかに Izawa（1976）が設けた Tegobomolochus
属に対して，Avdeev（1978）は新科 Tegobomolochidae
を設け，後年，Izawa（1986）もそれに従った。しか
し，分子生物学的手法を用いて本科と近縁科カイアシ
類の系統を研究した Huys et al.（2011）はこの科を認
めず本科の異名とした。
　「えらじらみ科」の和名を最初に用いたのは椎野
（1957）である。彼は，『原色動物大圖鑑 IV』で，他
科（Taeniacanthidae）に属する「ふぐえらじらみ Irodes 
yamagutii Shiino」を解説した際，この種が「えらじ
らみ科」に属すると記述した。しかし，後年，椎野
（1965）は『新日本動物図鑑〔中〕』で「せむしえら
じらみ Bomolochus gibber Shiino」が「えらじらみ科」，
「こけしえらじらみ Parataeniacanthus rotundiceps 
Shiino」が「ほそえらじらみ科」に属するとして，自
ら が 以 前 に Taeniacanthidae に 提 案 し た 和 名 を
Bomolochidae の和名として用いた。その後，これら
の和名は内田（1972: 418–419）によって「Bomolochidae 
エラジラミ科」と「Taeniacanthidae ホソエラジラミ
科」として受け入れられ，現在に至っている。大塚ほ
か（2007）は本科を「ボモロクス科」と呼んだ。
エラジラミ属（新称）
Genus Bomolochus von Nordmann, 1832
　新標準和名は，本属を含むエラジラミ科 Bomolochidae
の和名に因む。
ダツエラジラミ
Bomolochus bellones Burmeister, 1833 
異名リスト：Bomolochus tumidus (Shiino, 1957, 1959), 
Bomolochus hyporhamphi (Yamaguti and Yamasu, 
1959), Parabomolochus bellones (Cressey and Collette, 
1970)
宿 主：サヨリ Hyporhamphus sajori (=H. sayori [sic], 
Hemirhamphus sajori)， ハ マ ダ ツ Ablennes hians 
(=Ablennus [sic] hians)，ダツ Strongylura anastomella，
オキザヨリ Tylosurus crocodilus crocodilus (= Tylosus 
[sic] giganteus)，サンマ Cololabis saira
寄生部位：鰓蓋内面，鰓，鰓腔
地理的分布：北太平洋（宮城県松島・千葉県―・神奈
川県横浜・静岡県駿河湾：Cressey and Collette, 1970；
三重県尾鷲沖：Shiino, 1957），日本海（新潟県佐渡島
達者：Shiino, 1959；―：Cressey and Collette, 1970），
瀬 戸 内 海（ 岡 山 県 児 島 湾：Ho et al., 1983； ―：
Yamaguti and Yamasu, 1959）， 不 明 地（Cressey and 
Collette, 1970）
備考：異名リストに示した最初の 2 種は，Ho et al. 
（1983） に よ っ て 本 種 の 異 名 と さ れ た。
Parabomolochus 属 は 本 属 の 異 名 と さ れ て い る
（Vervoort, 1969）。本種の分布域は広く，世界各地か
ら記録されている（Cressey and Collette, 1970）。東ア
ジアでは，中国（Cressey and Collette, 1970），ロシア
（Markevitch and Titar, 1978），韓国（Cressey and Collette, 
1970；Kim, 1998, 2014），フィリピン（Cressey and 
Collette, 1970）から記録がある。長澤（1984）は，本
種が日本近海と中央太平洋のサンマに寄生することを
述べた。本種の和名は長澤（1984）に従う。
ムロアジエラジラミ
Bomolochus decapteri Yamaguti, 1936
宿主：サヨリ Hyporhamphus sajori (=Hyporhamphus)，
サンマ Cololabis saira (=Cololabis)，マアジ Trachurus 
japonicus (=T. trachurus, Trachurus)， マ ル ア ジ
Decapterus maruadsi，ウミタナゴ Ditrema temminckii 
temminckii (=D. temmincki)，オキタナゴ Neoditrema 
ransonnetii (=N. ransonneti)
寄生部位：鰓蓋内面，鰓
地理的分布：北太平洋（神奈川県相模湾：市原ほか，
1964a, 1964b；―：Yamaguti, 1939），日本海（新潟県
佐 渡 島：Ho, 1983； ―：Yamaguti, 1936）， 不 明 地
（Yamaguti, 1963）
備考：本種は中国（Shen, 1957；Yamaguti, 1963）と
韓国（Kim, 1998, 2014）にも分布する。本種はロシ
ア東海岸（Gusev, 1951）からも記録されているが，
Vervoort（1962）はその同定に疑問を呈している。本
種の記載者や宿主範囲などに関する解説がある（長
澤，1984）。本種の和名は長澤（1984）に従う。
ウオノハナヤドリ属（新称）
Genus Naricolax Ho, Do and Kasahara, 1983 
　新標準和名は，本属の種が魚類の鼻腔に寄生するこ
とに因む。
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ウオノハナヤドリ（新称）
Naricolax atypicus Ho, Do and Kasahara, 1983 
宿 主： ス ズ キ Lateolabrax japonicus， ア イ ナ メ
Hexagrammos otakii
寄生部位：鼻腔
地理的分布：東シナ海（長崎県有明海：大塚ほか，
2007），瀬戸内海（岡山県児島湾：Ho et al., 1983）
備考：本種は韓国にも分布する（Kim, 1998, 2014）。
有明海産スズキにおける本種の寄生状況を大塚ほか
（2007）が報告している。新標準和名は，本種を含む
ウオノハナヤドリ属に倣う。
ツルギエラジラミ属（新称）
Genus Nothobomolochus Vervoort, 1962 
　新標準和名は，本属に所属する種の第 1 触角基部に
ある 3 刺毛がそれぞれ剣（つるぎ）のように見える
ことに因む。
トビウオエラジラミ（新称）
Nothobomolochus cypseluri (Yamaguti, 1953)
異 名 リ ス ト：Bomolochus (Artacolax) cypseluri 
(Yamaguti, 1953) 
宿主：トビウオ Cypselurus agoo
寄生部位：鰓
地 理 的 分 布：北太平洋（三重県浜島：Yamaguti, 
1953）
備考：本種は Vervoort（1962）によってツルギエラ
ジラミ属に移された。新標準和名は，本種の宿主名に
因む。本種と右記のスズキエラジラミ（新称）の異名
リストにある Artacolax 亜属または属は，近年はツル
ギエラジラミ属の異名とされている。
セマガリエラジラミ（改称）
Nothobomolochus gibber (Shiino, 1957)
異名リスト：Bomolochus gibber（Shiino, 1957)
宿主：オキザヨリ Tylosurus crocodilus crocodilus (= 
Tylosus [sic] giganteus) ，ハマダツ Ablennes hians 
寄生部位：鰓蓋内面
地理的分布：北太平洋（三重県尾鷲：Shiino, 1957），
不明地（Cressey and Collette, 1970）
備考：本種は Vervoort（1962）によってツルギエラ
ジラミ属に移された。本種の分布域は広く，インド・
太平洋域のほか，地中海や東部大西洋からも記録され
ている（Cressey and Collette, 1970）。日本近隣地域で
は台湾とフィリピンから記録がある（Cressey and 
Collette, 1970）。椎野（1965）は本種の和名として
「せむしえらじらみ」を用いたが，近年「せむし」は
差別用語として扱われているので「セマガリエラジラ
ミ」への改称を提案する。
スズキエラジラミ（新称）
Nothobomolochus lateolabrabracis (Yamaguti and 
Yamasu, 1959)
異 名 リ ス ト：Artacolax lateolabrabracis（Yamaguti 
and Yamasu, 1959）
宿主：スズキ Lateolabrax japonicus
寄生部位：鰓
地理的分布：東シナ海（長崎県有明海：大塚ほか，
2007），瀬戸内海（岡山県児島湾：Ho et al., 1983；
―：Yamaguti and Yamasu, 1959）
備考：本種は Vervoort（1962）によってツルギエラ
ジラミ属に移された。本種は韓国にも分布する（Choi 
et al., 1994；Kim, 2014）。有明海産スズキにおける本
種の寄生状況を大塚ほか（2007）が報告している。
本種の新標準和名は宿主名に因む。
コノシロエラジラミ（新称）
Nothobomolochus thambus Ho, Do and Kasahara, 1983
宿主：コノシロ Konosirus punctatus
寄生部位：鰓
地理的分布：瀬戸内海（岡山県児島湾：Ho et al., 
1983）
備考：本種は韓国にも分布する（Choi et al., 1995；
Kim, 1998, 2014）。本種の新標準和名は宿主名に因む。
マナガツオエラジラミ（新称）
Nothobomolochus triceross (Basset-Smith, 1898)
異 名 リ ス ト：Bomolochus (Pseudobomolochus) 
managatuwo（Yamaguti, 1939）
宿主：マナガツオ Pampus punctassimus (=Stromateoides 
argenteus，Pampus argenteus)
寄生部位：鰓，鰓腔
地理的分布：北太平洋（―：Yamaguti, 1939），瀬戸
内海（岡山県児島湾：Ho et al., 1983）
備考：本種は，インド洋産標本に基づいて記載され
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（Bassett-Smith, 1898），日本近隣地域では中国（Shen, 
1957）と韓国からも記録がある（Choi et al., 1994；
Kim, 2014）。本種の新標準和名は宿主名に因む。本種
の異名リストにある Pseudobomolochus 亜属は，近年
はツルギエラジラミ属の異名とされている。
ザゼンジラミ属（新称）
Genus Orbitacolax Shen, 1957
　新標準和名は，本属の種が扁平な体をもち，第 2-4
胸肢が側方へ張り出す形状を示して座禅をしているよ
うに見えることに因む。
セトダイノザゼンジラミ（新称）
Orbitacolax hapalogenyos (Yamaguti and Yamasu, 1959)
異 名 リ ス ト：Taeniacanthus hapalogenyos（Yamaguti 
and Yamasu, 1959）
宿 主： ス ズ キ Lateolabrax japonicus， セ ト ダ イ
Hapalogenys analis (=H. mucronatus) 
寄生部位：鰓，口腔，鰓腔
地理的分布：東シナ海（長崎県有明海：大塚ほか，
2007），瀬戸内海（岡山県児島湾：Ho et al., 1983；広
島県尾道：Cressey and Cressey, 1989；―：Yamaguti 
and Yamasu, 1959）
備考：本種は Vervoort（1962）によって Taeniacanthus
属からザゼンジラミ属に移された。本種は日本以外に
も，韓国（Kim, 2014）やオーストラリア（Ho and 
Dojiri, 1976），クウェート（Ho et al., 2000），大西洋
のメキシコ湾・カリブ海・ブラジル（Cressey and 
Cressey, 1989）からも記録がある。有明海産スズキに
おける本種の寄生状況を大塚ほか（2007）が報告し
ている。本種の新標準和名は宿主名に因む。
ブダイノザゼンジラミ（新称）
Orbitacolax leptoscari (Yamaguti, 1953)
異名リスト：Bomolochus leptoscari (Yamaguti, 1953；
Shiino, 1960)
宿 主： ブ ダ イ Calotomus japonicus (=Leptoscarus 
japonicus)
寄生部位：鰓，体表
地 理 的 分 布：北太平洋（三重県浜島：Yamaguti, 
1953；和歌山県瀬戸：Shiino, 1960）
備考：本種は Vervoort（1962）によってザゼンジラ
ミ属に移された。本種は韓国（Kim, 1998, 2014）や
カロリン諸島（Vervoort, 1962）からも記録がある。
本種の新標準和名は宿主名に因む。
リュウキュウザゼンジラミ（新称）
Orbitacolax williamsi Cressey and Cressey, 1989
宿主：ヨコシマタマガシラ属の 1 種 Scolopsis sp. (=S. 
dubiosus)
寄生部位：不明
地理的分布：北太平洋または東シナ海（沖縄県―：
Cressey and Cressey, 1989）
備考：新標準和名は，本種が沖縄県で採集されたこと
に因む。
メダマジラミ属（新称）
Genus Pumiliopes Shen, 1957
 
　新標準和名は，本属の種が魚類の眼窩に寄生するこ
とに因む。
サッパメダマジラミ（新称）
Pumiliopes squamosus Cressey and Boyle, 1973
宿主：サッパ Sardinella zunasi
寄生部位：眼窩
地 理 的 分 布： 東シナ海（長崎県―：Cressey and 
Boyle, 1973; Cressey and Cressey, 1980b）， 不 明 地
（Cressey and Cressey, 1980b）
備考：本種は香港やマダカスカル，インドネシアから
も記録がある（Cressey and Cressey, 1980b）。本種の
新標準和名は宿主名に因む。
ウオノハナヅマリ属（新称）
Genus Tegobomolochus Izawa, 1976
　新標準和名は，本属の種が雌雄一対で魚類の鼻腔の
ほぼ全体を占めて寄生することに因む。
オキナワヒメジノハナヅマリ（新称）
Tegobomolochus nasicola Izawa, 1976
宿 主： オ キ ナ ワ ヒ メ ジ Parupeneus spilurus 
(=Pseudupeneus dubiosus)
寄生部位：鼻腔
地理的分布：北太平洋（和歌山県田辺湾：Izawa, 
1976,1986）
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備考：本種の新標準和名は宿主名に因む。
ウオノハナジラミ属（新称）
Genus Unicolax Cressey and Cressey, 1980
　新標準和名は，本属の種が魚類の鼻腔に寄生するこ
とに因む。
スマハナジラミ（新称）
Unicolax collateralis Cressey and Cressey, 1980
宿主：スマ Euthynnus affinis，ソウダガツオ属の 1 種
Auxis sp.
寄生部位：鼻腔
地 理 的 分 布： 北太平洋（東京都―：Cressey and 
Cressey, 1980a），北太平洋または東シナ海（沖縄県
―：Cressey and Cressey, 1980a）， 不 明 地（Cressey 
and Cressey, 1980a）
備考：本種の宿主はサバ科魚類で，世界の大洋に広く
分布する（Cressey and Cressey, 1980a）。本種の新標
準和名は宿主名に因む。
ウオノハナジラミ（新称）
Unicolax mycterobius (Vervoort, 1962)
宿主：スマ Euthynnus affinis，ソウダガツオ属の 1 種
Auxis sp.
寄生部位：鼻腔
地理的分布：北太平洋（東京都―・鹿児島県―：
Cressey and Cressey, 1980a）
備考：本種は西部大西洋や地中海に分布するほか，東
アジアでは台湾とフィリピンから記録がある（Cressey 
and Cressey, 1980a）。新標準和名は本種が属するウオ
ノハナジラミ属 Unicolax に倣う。
カツオハナジラミ（新称）
Unicolax reductus Cressey and Cressey, 1980
宿主：カツオ Katsuwonus pelamis
寄生部位：鼻腔
地理的分布：不明地（Cressey and Cressey, 1980a）
備考：本種はオーストラリア南東岸沖とタヒチ沖から
も記録がある（Cressey and Cressey, 1980a）。本種の
新標準和名は宿主名に因む。
Ⅲ．宿主 – 寄生虫リスト Host–Parasite List
ニシン目 Clupeiformes
ニシン科 Clupeidae
サ ッ パ Sardinella zunasi： サ ッ パ メ ダ マ ジ ラ ミ
Pumiliopes squamosus
ダツ目 Beloniformes
サヨリ科 Hemiramphidae
サ ヨ リ Hyporhamphus sajori: ダ ツ エ ラ ジ ラ ミ
Bomolochus bellones， ム ロ ア ジ エ ラ ジ ラ ミ
Bomolochus decapteri
トビウオ科 Exocoetidae
トビウオ Cypselurus agoo：トビウオエラジラミ
Nothobomolochus cypseluri 
ダツ科 Belonidae
オキザヨリ Tylosurus crocodilus crocodilus：ダツエラ
ジラミ Bomolochus bellones，セマガリエラジラ
ミ Nothobomolochus gibber
ダ ツ Strongylura anastomella： ダ ツ エ ラ ジ ラ ミ
Bomolochus bellones
ハマダツ Ablennes hians：ダツエラジラミ Bomolochus 
bellones，セマガリエラジラミ Nothobomolochus 
gibber
サンマ科 Scomberesocidae
サンマ Cololabis saira: ダツエラジラミ Bomolochus 
bellones， ム ロ ア ジ エ ラ ジ ラ ミ Bomolochus 
decapteri
スズキ目 Perciformes
スズキ科 Lateolabracidae
スズキ Lateolabrax japonicus：ウオノハナヤドリ
Naricolax atypicus， ス ズ キ エ ラ ジ ラ ミ
Nothobomolochus lateolabrabracis，セトダイノザ
ゼンジラミ Orbitacolax hapalogenyos 
アジ科 Carangidae
マアジ Trachurus japonicus：ムロアジエラジラミ
Bomolochus decapteri 
マルアジ Decapterus maruadsi：ムロアジエラジラミ
Bomolochus decapteri
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イサキ科 Haemulidae
セトダイ Hapalogenys analis：セトダイノザゼンジラ
ミ Orbitacolax hapalogenyos 
イトヨリダイ科 Nemipteridae
ヨコシマタマガシラ属の 1 種 Scolopsis sp.：リュウ
キュウザゼンジラミ Orbitacolax williamsi
ヒメジ科 Mullidae
オキナワヒメジ Parupeneus spilurus：オキナワヒメジ
ノハナヅマリ Tegobomolochus nasicola 
ウミタナゴ科 Embiotocidae
ウミタナゴ Ditrema temminckii temminckii：ムロアジ
エラジラミ Bomolochus decapteri
オキタナゴ Neoditrema ransonnetii：ムロアジエラジ
ラミ Bomolochus decapteri
マナガツオ科 Stromateidae
マナガツオ Pampus punctassimus：マナガツオエラジ
ラミ Nothobomolochus triceross
ブダイ科 Scaridae
ブダイ Calotomus japonicus：ブダイノザゼンジラミ
Orbitacolax leptoscari
アイナメ科 Hexagrammidae
アイナメ Hexagrammos otakii：ウオノハナヤドリ
Naricolax atypicus
サバ科 Scombridae
カ ツ オ Katsuwonus pelamis： カ ツ オ ハ ナ ジ ラ ミ
Unicolax reductus
ス マ Euthynnus affinis： ス マ ハ ナ ジ ラ ミ Unicolax 
collateralis， ウ オ ノ ハ ナ ジ ラ ミ Unicolax 
mycterobius 
ソウダガツオ属の 1 種 Auxis sp.：スマハナジラミ
Unicolax collateralis，ウオノハナジラミ Unicolax 
mycterobius
まとめと今後の研究課題
本目録によって，1936–2019 年の 84 年間に日本産
海水魚からエラジラミ科カイアシ類 7 属 16 種が報告
されていることが明らかになった。また同時に，それ
らカイアシ類は魚類 3 目 15 科 21 種（ニシン科 1 種
［ニシン目］；サヨリ科 1 種；トビウオ科 1 種；ダツ
科 3 種；サンマ科 1 種［ダツ目］；スズキ科 1 種；ア
ジ科 2 種；イサキ科 1 種；イトヨリダイ科 1 種；ヒ
メジ科 1 種；ウミタナゴ科 2 種；マナガツオ科 1
種；ブダイ科 1 種；アイナメ科 1 種；サバ科 3 種［ス
ズキ目］）を宿主とすることが分かった。
東アジアの近隣国・地域におけるエラジラミ科カイ
アシ類の属種数は，中国では比較的少なかったが（4
属 9 種），研究が進んでいる台湾では 7 属 25 種，韓
国では 5 属 14 種であった（Table 1）。筆者らは，こ
の数値を見て，わが国のエラジラミ科カイアシ類の分
類学的研究にはまだ大きな余地があると考えている。
それは，わが国では琉球諸島周辺に生息する亜熱帯性
魚類の寄生性カイアシ類相の研究がまだほとんど行わ
れていないため，知見が極めて限られているからであ
る。今後，亜熱帯域での調査を精力的に行うことに
よって，エラジラミ科カイアシ類を含む，わが国の魚
類寄生性カイアシ類相の解明が進むことが望まれる。 
エラジラミ科カイアシ類は，魚類の鰓部だけでな
く，鼻腔や眼窩など，魚類寄生虫の専門家でも余り注
意を払わない部位に寄生していることも多い。今後
は，そのような部位を意識的に検査して，エラジラミ
科カイアシ類を見つける努力も必要である。
わが国では，分類学的研究を除いて，エラジラミ科
カイアシ類に関する生物学的研究は極めて少ない。
Izawa（1986）がオキナワヒメジノハナヅマリの幼生
を記載したことに加えて，大塚ほか（2007）が有明
海産スズキに寄生するエラジラミ科 3 種（ウオノハ
ナヤドリ，スズキエラジラミ，セトダイザゼンジラ
ミ）の寄生状況を明らかにした研究があるに過ぎな
い。水産上重要なサンマやアジ科魚類に寄生するダツ
エラジラミやムロアジエラジラミは，宿主の入手が容
易であることから，それらの寄生生態に関する研究が
望まれる。
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Table 1. Bomolochid copepods recorded from Japan, Taiwan, China, and Korea.
Genus Species Japan Taiwan China Korea   
Bomolochus bellones ＋ ＋ ＋
bramus ＋
decapteri ＋ ＋ ＋
megaceros ＋
minus ＋
selaroides ＋
sinensis ＋
Cresseyus nudulus ＋
Holocolax longisetus ＋
Naricolax atypicus ＋ ＋ ＋
insolitus 　 ＋ ＋
longispina ＋
stocki ＋
Nothobomolochus cypseluri ＋ ＋
gazzae ＋ ＋
 gibber ＋ ＋
kanagurta ＋
　 lateolabracis ＋ ＋ ＋
lizae ＋
longisaccus ＋
thambus ＋ ＋
triceros ＋ ＋ ＋ ＋
trichiuri ＋
Orbitacolax hapalogenyos ＋ ＋
leptoscari ＋ ＋
pteragogi 　 ＋
trichiuri 　 ＋
unguifer 　 ＋
uniunguis
williamsi ＋ ＋
Pumiliopes opisthopteri ＋
  squamosus ＋ ＋
Pumiliopsis sardinellae ＋ ＋
Tegobomolochus nasicola ＋ 　
Unicolax ciliatus ＋ ＋ ＋
collateralis ＋
longispinus ＋
mycterobius ＋ ＋
quadrispinulus 　 ＋ ＋
reductus ＋
 16 spp. in 7genera
25 spp. in 7
genera
9 spp. in 4
genera
14 spp. in 5
genera
Note: Information listed in this table is based on the following references: for Taiwan, Cressey
and Collette (1970), Cressey and Cressey (1980a, 1980b), Ho and Lin (2003, 2005a, 2005b, 2006,
2009), Lin and Ho (2004, 2005a, 2005b, 2006, 2008), and Ho et al. (2007); for China, Shen
(1957), Cressey and Collette (1970), and Cressey and Cressey (1980a); for Korea, Cressey and
Collette (1970), Cressey and Cressey (1980a), Choi et al. (1994, 1995), and Kim (1998, 2014).
Table 1. Bomolochid copepods recorded from Japan, Taiwan, China, and Korea.
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